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日本経営システム学会 第 68回全国研究発表大会のご案内 

 

会員の皆様には、時下益々ご清祥こととお慶び申し上げます。さて、日本経営システム学会第 68 回全

国研究発表大会が 2022 年 5 月 21 日（土）、22 日（日）に ZOOM によるオンライン会議形式にて開催さ

れます。多くの会員の皆さまのご参加およびご発表を心よりお待ちしております。 

 

  記 

 

開 催 日：2022 年 5 月 21 日（土）、22 日（日） 

主 催 校：千葉商科大学 市川キャンパス（ZOOM によるオンライン会議形式） 

〒272-8512 千葉県市川市国府台 1-3-1 

連 絡 先：実行委員長 商経学部 櫻井 聡 

実行副委員長 千葉商科大学 仲野 友樹 E-mail: nakano@cuc.ac.jp 

主  催：日本経営システム学会 

統一論題：「SDGs と経営システム」 

基調講演：千葉商科大学 副学長・サービス創造学部教授 今井 重男 氏 

参 加 費：大会参加費は発表筆頭者のみ徴収します（会員 5,000 円、学生会員 3,000 円）。予稿集は発表

筆頭者には無償配布、その他希望者には有償（3,000 円）で郵送します。 

予 稿 集：本 JAMS NEWS に同封の振込用紙または学会 Web の振込方法を参考に 5 月 13 日（金）まで

に、送付先住所等を明記の上、上記金額 3,000 円をお振込み下さい。なお、期限後に振込みさ

れた方には、大会後の到着となる場合がありますのでご承知おきください。 

※振込票が必要な方は学会事務局 keieisys@jams-web.jp までご連絡下さい。 

参加申込：参加申し込みは、必要ありません。各セッションの会議 URL は学会メーリングリストにてお

知らせします。不明な場合は大実行副委員長 仲野 E-mail: nakano@cuc.ac.jp まで問い合わせ

下さい。 

 

■学生研究発表優秀賞について 

 当学会では、学生セッションの研究発表を審査して優秀な発表には「学生研究発表優秀賞」を授与して

います。学生であれば、正会員・学生会員を問わず、学生セッションの研究発表は審査の対象となります。

ただし、下記の点にご留意下さい。 

・学生セッションの発表は、正会員との連名とし、ファースト・オーサーは学生とします。 

・学生セッションでの単独発表は、正会員の学生に限ります。 

・学生研究発表優秀賞の受賞対象者は、単独発表、連名発表のファースト・オーサーの学生のみとします。 

・学生セッションの発表原稿は、会員の種別を問わず 2 頁とします。 

詳しくは、表彰細則 （http://www.jams-web.jp/download/jams-hyoushousaisoku.pdf）を参照ください。 

 

■研究発表に関する細則について 

当学会では、研究発表大会をスムーズに運営するために、口頭発表に関して「研究発表細則」（学会ホ

ームページ http://www.jams-web.jp/download/jams-kenkyuuhappyou.pdf）に従って運営しています。口

頭発表を申し込まれる前にご確認ください。なお、この細則は、大会委員会および大会実行委員会により

運用されます。不明な点がございましたら、学会事務局へお問い合わせください。 
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ヒューマンリソース（ＨＲ）のお知らせ 

 

開 催 日 時：2022 年 5 月 14 日（土） 15:00-17:00 

発表予定者およびテーマ： 

(1)発表者：藤田 直之 氏（㈱FONDO），湧田 雄基 氏（北海道大学），水上 祐治 氏（日本大学） 

  テーマ：「ステートマシンのパラダイム拡張による算用数字の学術記号に関する妥当性判断の一考察」 

開 催 場 所：Zoom によるオンライン会議形式 

絡先（幹事）：金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:kaneko.shoichi@c2c.ac.jp 

 

ニューノーマル研究部会（政策分科会）のお知らせ 

 

開 催 日 時：2022 年 5 月 28 日（土） 14：00～ 

開 催 場 所：ZOOM によるオンライン会議形式 

発表予定者：「新型コロナウイルス抗体を活用したオープンイノベーションの試み」 

高木 基樹 氏（福島県立医科大学医療-産業トランスレーショナルリサーチセンター教授、一般財団法

人福島医大トランスレーショナルリサーチ機構副理事長） 

参 加 方 法：以下の URL から出席可否の登録をお願いしております。 

https://forms.gle/zLtmNu5WohNvsHZL7  参加登録者には後ほどＺOOM 招待状をお送りします。 

※ご不明な点がございましたらご連絡ください。 

連絡先（幹事）：三森八重子·大阪大学招聘教授 dt4y-mtmr@asahi-net.or.jp 

 

経営モデル研究部会のお知らせ 

 

開 催 日 時：2022 年 6 月 25 日（土） 15:00-17:00 

発表予定者：調整中です。 

開 催 場 所：Zoom によるオンライン会議形式 

連絡先（幹事）：田畑智章（東海大学）    Tel.03-3441-1171  E-mail:tabata@tokai-u.jp 

金子勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:kaneko.shoichi@c2c.ac.jp 

 

東北大学工学研究科 DEI 推進公募のお知らせ 

 

教授職（任期なし）の女性教員 5 名を、工学全般の広い研究分野において募集します。採用された方は

必要に応じて助教（任期付）を雇用可能です。また、帯同支援策として、採用された方のパートナーが工

学研究科の教育・研究に貢献できると審査により判断された場合、クロスアポイントメント制度で雇用す

ることも可能です。 

公募締切：2022 年 8 月 1 日 

所属：次の 6 グループ、13 専攻の中から、配属を希望する専攻を選択ください。1)機械系、2)電気・情報

系、3)応用物理学専攻、4)マテリアル・開発系、5)都市・建築学専攻、6)技術社会システム専攻 

東北大学工学研究科・採用情報ウェブサイト  https://www.eng.tohoku.ac.jp/news/news2/ 

 

 

日本経営システム学会 

住所 〒169-0073 東京都新宿区百人町 1-20-3 バラードハイム 703 

TEL03-3371-5324・FAX03-3371-5185 

E-Mail: keieisys@jams-web.jp 


